
徳
島
県
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約
約
款
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
規
則
第
百
三
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
工
程
表
及
び
請
負
代
金
法
定
福
利
費
内
訳
書
）

（
工
程
表
及
び
請
負
代
金
法
定
福
利
費
内
訳
書
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

受
注
者
は
、
こ
の
契
約
の
締
結
の
日
（
以
下
「
契
約
日
」
と

２

受
注
者
は
、
こ
の
契
約
の
締
結
の
日
（
以
下
「
契
約
日
」
と

い
う
。
）
か
ら
十
四
日
（
徳
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

い
う
。
）
か
ら
十
日

（
徳
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

成
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

成
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

日
を
除
く
。
）
以
内
に
請
負
代
金
法
定
福
利
費
内
訳
書
（
健
康

日
を
除
く
。
）
以
内
に
請
負
代
金
法
定
福
利
費
内
訳
書
（
健
康

保
険
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
雇
用
保
険
に
係
る
法
定
福
利
費
の

保
険
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
雇
用
保
険
に
係
る
法
定
福
利
費
の

う
ち
受
注
者
の
負
担
す
る
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

う
ち
受
注
者
の
負
担
す
る
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

書
類
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を

書
類
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を

発
注
者
に
提
出
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
発
注
者
と
協
議
を
し

発
注
者
に
提
出
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
発
注
者
と
協
議
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
契
約
の
保
証
）

（
契
約
の
保
証
）

第
四
条

受
注
者
は
、
こ
の
契
約
の
締
結
と
同
時
に
、
次
の
各
号

第
四
条

受
注
者
は
、
こ
の
契
約
の
締
結
と
同
時
に
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
の
保
証
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

の
い
ず
れ
か
の
保
証
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
五
号
に
掲
げ
る
保
証
に
つ
い
て
は
、
履
行
保
証

に
お
い
て
、
第
五
号
に
掲
げ
る
保
証
に
つ
い
て
は
、
履
行
保
証

保
険
契
約
の
締
結
後
、
直
ち
に
そ
の
保
険
証
券
を
発
注
者
に
寄

保
険
契
約
の
締
結
後
、
直
ち
に
そ
の
保
険
証
券
を
発
注
者
に
寄

託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

契
約
保
証
金
の
納
付

一

契
約
保
証
金
の
納
付

二

契
約
保
証
金
に
代
わ
る
担
保
と
な
る
有
価
証
券
等
の
提
供

二

契
約
保
証
金
に
代
わ
る
担
保
と
な
る
有
価
証
券
等
の
提
供

三

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
に
よ
り
生
ず
る
損
害
金

三

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
に
よ
り
生
ず
る
損
害
金

の
支
払
を
保
証
す
る
銀
行
、
発
注
者
が
確
実
と
認
め
る
金
融

の
支
払
を
保
証
す
る
銀
行
、
発
注
者
が
確
実
と
認
め
る
金
融

機
関
又
は
保
証
事
業
会
社
（
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業

機
関
又
は
保
証
事
業
会
社
（
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
四
号
）
第

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
四
号
）
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
証
事
業
会
社
を
い
う
。
以
下
同

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
証
事
業
会
社
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
保
証

じ
。
）
の
保
証

四

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
履
行
を
保
証
す
る
公
共
工
事
履

四

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
履
行
を
保
証
す
る
公
共
工
事
履

行
保
証
証
券
に
よ
る
保
証

行
保
証
証
券
に
よ
る
保
証

五

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
に
よ
り
生
ず
る
損
害
を

五

こ
の
契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
に
よ
り
生
ず
る
損
害
を

塡
補
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
の
締
結

塡
補
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
の
締
結

２

受
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
証
券
の
寄
託
に
代
え

（
新
設
）

て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通

信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
（
以
下
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う

。
）
で
あ
つ
て
、
履
行
保
証
保
険
契
約
の
相
手
方
が
定
め
、
発

注
者
が
適
当
と
認
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
当
該
保
険
証
券
を
寄
託
し
た
も

の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
保
証
に
係
る
契
約
保
証
金
の
額
、
保
証
金
額
又
は

２

前
項

の
保
証
に
係
る
契
約
保
証
金
の
額
、
保
証
金
額
又
は

保
険
金
額
（
第
六
項
に
お
い
て
「
保
証
の
額
」
と
い
う
。
）
は

保
険
金
額
（
第
五
項
に
お
い
て
「
保
証
の
額
」
と
い
う
。
）
は

、
請
負
代
金
額
の
十
分
の
一
（
予
定
価
格
が
十
億
円
以
上
の
工

、
請
負
代
金
額
の
十
分
の
一
（
予
定
価
格
が
十
億
円
以
上
の
工

事
の
請
負
契
約
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
三
）
以
上
と
し
な
け
れ

事
の
請
負
契
約
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
三
）
以
上
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

４
～
７

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
前
金
払
及
び
中
間
前
金
払
）

（
前
金
払
及
び
中
間
前
金
払
）

第
三
十
五
条

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
百
万
円
以
上
の
場
合

第
三
十
五
条

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
百
万
円
以
上
の
場
合

で
あ
つ
て
発
注
者
に
お
い
て
前
金
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

で
あ
つ
て
発
注
者
に
お
い
て
前
金
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
証
事
業
会
社
と
契
約
書
記
載

の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
証
事
業
会
社
と
契
約
書
記
載

の
工
事
完
成
の
時
期
を
保
証
期
限
と
す
る
公
共
工
事
の
前
払
金

の
工
事
完
成
の
時
期
を
保
証
期
限
と
す
る
公
共
工
事
の
前
払
金

保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
保
証
契

保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
保
証
契



約
（
以
下
「
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
、
発
注
者
に

約
（
以
下
「
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
、
発
注
者
に

対
し
て
そ
の
保
証
証
書
を
寄
託
し
て
、
請
負
代
金
額
の
十
分
の

対
し
て
そ
の
保
証
証
書
を
寄
託
し
て
、
請
負
代
金
額
の
十
分
の

四
以
内
の
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
以
内
の
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

受
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
証
証
書
の
寄
託
に
代
え

（
新
設
）

て
、
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
、
保
証
契
約
の
相
手
方
た
る
保
証

事
業
会
社
が
定
め
、
発
注
者
が
適
当
と
認
め
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
当
該
保

証
証
書
を
寄
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

発
注
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は

２

発
注
者
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は

、
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
前
払
金
を
支
払
わ
な

、
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
前
払
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

受
注
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
払
金
の
支
払
を
受
け

３

受
注
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
払
金
の
支
払
を
受
け

た
後
、
保
証
事
業
会
社
と
中
間
前
払
金
に
関
し
、
契
約
書
記
載

た
後
、
保
証
事
業
会
社
と
中
間
前
払
金
に
関
し
、
契
約
書
記
載

の
工
事
完
成
の
時
期
を
保
証
期
限
と
す
る
保
証
契
約
を
締
結
し

の
工
事
完
成
の
時
期
を
保
証
期
限
と
す
る
保
証
契
約
を
締
結
し

、
発
注
者
に
対
し
て
そ
の
保
証
証
書
を
寄
託
し
て
、
請
負
代
金

、
発
注
者
に
対
し
て
そ
の
保
証
証
書
を
寄
託
し
て
、
請
負
代
金

額
の
十
分
の
二
以
内
の
中
間
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と

額
の
十
分
の
二
以
内
の
中
間
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
を
準
用

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項

の
規
定
を
準
用

す
る
。

す
る
。

５

（
略
）

４

（
略
）

６

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
著
し
く
増
額
さ
れ
た
場
合
に
お

５

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
著
し
く
増
額
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
増
額
後
の
請
負
代
金
額
の
十
分
の
四
（
第
四
項

い
て
は
、
そ
の
増
額
後
の
請
負
代
金
額
の
十
分
の
四
（
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

の
規
定
に
よ
り
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

十
分
の
六
）
か
ら
受
領
済
み
の
前
払
金
額
（
中
間
前
払
金
の
支

十
分
の
六
）
か
ら
受
領
済
み
の
前
払
金
額
（
中
間
前
払
金
の
支

払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
中
間
前
払
金
額
を
含
む
。
第
三
十

払
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
中
間
前
払
金
額
を
含
む
。
第
三
十

七
条
た
だ
し
書
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
差
し
引
い
た
額
に

七
条
た
だ
し
書
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
差
し
引
い
た
額
に

相
当
す
る
額
の
範
囲
内
で
前
払
金
（
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受

相
当
す
る
額
の
範
囲
内
で
前
払
金
（
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受

け
て
い
る
と
き
は
、
中
間
前
払
金
を
含
む
。
同
条
た
だ
し
書
を

け
て
い
る
と
き
は
、
中
間
前
払
金
を
含
む
。
同
条
た
だ
し
書
を

除
き
、
以
下
同
じ
。
）
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

除
き
、
以
下
同
じ
。
）
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

７

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
著
し
く
減
額
さ
れ
た
場
合
に
お

６

受
注
者
は
、
請
負
代
金
額
が
著
し
く
減
額
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
、
受
領
済
み
の
前
払
金
額
が
減
額
後
の
請
負
代
金
額
の
十

い
て
、
受
領
済
み
の
前
払
金
額
が
減
額
後
の
請
負
代
金
額
の
十

分
の
五
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受
け

分
の
五
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
中
間
前
払
金
の
支
払
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、
十
分
の
六
）
を
超
え
る
と
き
は
、
請
負
代
金

て
い
る
と
き
は
、
十
分
の
六
）
を
超
え
る
と
き
は
、
請
負
代
金

額
が
減
額
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
超
過
額
を
発

額
が
減
額
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
超
過
額
を
発

注
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

７

（
略
）

９

発
注
者
は
、
受
注
者
が
第
七
項
の
期
間
内
に
超
過
額
を
返
還

８

発
注
者
は
、
受
注
者
が
第
六
項
の
期
間
内
に
超
過
額
を
返
還

し
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
未
返
還
額
に
つ
き
、
同
項
の
期
間

し
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
未
返
還
額
に
つ
き
、
同
項
の
期
間

を
経
過
し
た
日
か
ら
返
還
を
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

を
経
過
し
た
日
か
ら
返
還
を
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

そ
の
日
数
に
応
じ
、
契
約
日
に
お
け
る
政
府
契
約
の
支
払
遅
延

そ
の
日
数
に
応
じ
、
契
約
日
に
お
け
る
政
府
契
約
の
支
払
遅
延

防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
六

防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
六

号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
決
定
す
る
率
（

号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
決
定
す
る
率
（

以
下
「
契
約
日
に
お
け
る
財
務
大
臣
が
決
定
す
る
率
」
と
い
う

以
下
「
契
約
日
に
お
け
る
財
務
大
臣
が
決
定
す
る
率
」
と
い
う

。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
遅
延
利
息
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と

。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
遅
延
利
息
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
保
証
契
約
の
変
更
）

（
保
証
契
約
の
変
更
）

第
三
十
六
条

受
注
者
は
、
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
受
領
済

第
三
十
六
条

受
注
者
は
、
前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
受
領
済

み
の
前
払
金
に
追
加
し
て
更
に
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
場

み
の
前
払
金
に
追
加
し
て
更
に
前
払
金
の
支
払
を
請
求
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
証
契
約
を
変
更
し
、
変
更
後
の
保
証

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
証
契
約
を
変
更
し
、
変
更
後
の
保
証

証
書
を
発
注
者
に
寄
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

証
書
を
発
注
者
に
寄
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

受
注
者
は
、
前
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
請
負
代
金
額
が

２

受
注
者
は
、
前
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
請
負
代
金
額
が

減
額
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
保
証
契
約
を
変
更
し
た
と
き
は

減
額
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
保
証
契
約
を
変
更
し
た
と
き
は

、
変
更
後
の
保
証
証
書
を
直
ち
に
発
注
者
に
寄
託
し
な
け
れ
ば

、
変
更
後
の
保
証
証
書
を
直
ち
に
発
注
者
に
寄
託
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。



３

受
注
者
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
証
証
書
の

（
新
設
）

寄
託
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
、
保
証
契
約
の
相
手

方
た
る
保
証
事
業
会
社
が
定
め
、
発
注
者
が
適
当
と
認
め
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者

は
、
当
該
保
証
証
書
を
寄
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

（
略
）

３

（
略
）

（
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
）

（
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
）

第
五
十
七
条

こ
の
規
則
の
各
条
項
に
お
い
て
発
注
者
と
受
注
者

第
五
十
七
条

こ
の
規
則
の
各
条
項
に
お
い
て
発
注
者
と
受
注
者

と
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
に
つ
き
協
議
が
調
わ
な
か
っ
た
と

と
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
に
つ
き
協
議
が
調
わ
な
か
っ
た
と

き
に
発
注
者
が
定
め
た
も
の
に
受
注
者
が
不
服
が
あ
る
場
合
そ

き
に
発
注
者
が
定
め
た
も
の
に
受
注
者
が
不
服
が
あ
る
場
合
そ

の
他
こ
の
契
約
に
関
し
て
発
注
者
と
受
注
者
と
の
間
に
紛
争
を

の
他
こ
の
契
約
に
関
し
て
発
注
者
と
受
注
者
と
の
間
に
紛
争
を

生
じ
た
場
合
に
は
、
発
注
者
及
び
受
注
者
は
、
建
設
業
法
に
よ

生
じ
た
場
合
に
は
、
発
注
者
及
び
受
注
者
は
、
建
設
業
法
に
よ

る
徳
島
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う

る
徳
島
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う

。
）
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
）
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
代
理
人
の
職
務
の
執
行

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
場
代
理
人
の
職
務
の
執
行

に
関
す
る
紛
争
、
監
理
技
術
者
等
、
専
門
技
術
者
そ
の
他
受
注

に
関
す
る
紛
争
、
監
理
技
術
者
等

そ
の
他
受
注

者
が
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い
る
下
請
負
人
、
労

者
が
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
使
用
し
て
い
る
下
請
負
人
、
労

働
者
等
の
工
事
の
施
工
又
は
管
理
に
関
す
る
紛
争
及
び
監
督
員

働
者
等
の
工
事
の
施
工
又
は
管
理
に
関
す
る
紛
争
及
び
監
督
員

の
職
務
の
執
行
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
三

の
職
務
の
執
行
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
受
注
者
が
決
定
を
行
つ
た
後
若
し
く
は
同
条

項
の
規
定
に
よ
り
受
注
者
が
決
定
を
行
つ
た
後
若
し
く
は
同
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
発
注
者
が
決
定
を
行
つ
た
後
又
は
発
注

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
発
注
者
が
決
定
を
行
つ
た
後
又
は
発
注

者
若
し
く
は
受
注
者
が
決
定
を
行
わ
ず
に
同
条
第
三
項
若
し
く

者
若
し
く
は
受
注
者
が
決
定
を
行
わ
ず
に
同
条
第
三
項
若
し
く

は
第
五
項
の
期
間
が
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
発
注
者
及
び

は
第
五
項
の
期
間
が
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
発
注
者
及
び

受
注
者
は
、
前
項
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
の
申
請
を
す
る
こ
と

受
注
者
は
、
前
項
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

が
で
き
な
い
。



様式第１号

工事請負契約書

ああああ

次の工事に関し、発注者と受注者は、別添の徳島県公共工事標準請負契約約款によ
つて請負契約を締結し、信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

１ 工 事 名

２ 路 線 名 等

３ 工 事 箇 所

４ 工 期 着工 年 月 日
完成 年 月 日

５ 工 事 を 施 工 し な い 日

工事を施工しない時間帯

６ 請 負 代 金 額

うち取引に係る消費税

及び地方消費税の額

７ 契 約 保 証 金

８ 前 金 払 の 特 約 の前金払をする

ことができる。

９ の 特 約

１０ 建設発生土の搬出先等

１１ 解体工事に要する費用等

この契約の締結を証するため、この契約書 通を作成し、当事者記名押印の上、

各自その 1 通を保有する。ただし、契約書に代えて契約書に記載すべき事項を記録した
電磁的記録を作成する場合は、当事者が電子署名を行つた上、各自その電磁的記録を保

管する。

年 月 日
発注者 徳島県

受注者 住 所

氏 名

（法人にあつては、主たる営業所の所在地及び名称並びに代表者の氏名）

（改正案）

様式第１号

工事請負契約書 収入印
紙貼付
欄

次の工事に関し，発注者と受注者は，別添の徳島県公共工事標準請負契約約款によ
つて請負契約を締結し，信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

１ 工 事 名

２ 路 線 名 等

３ 工 事 箇 所

４ 工 期 着工 年 月 日
完成 年 月 日

５ 工 事 を 施 工 し な い 日

工事を施工しない時間帯

６ 請 負 代 金 額

うち取引に係る消費税

及び地方消費税の額

７ 契 約 保 証 金

８ 前 金 払 の 特 約 の前金払をする

ことができる。

９ の 特 約

１０ 建設発生土の搬出先等

１１ 解体工事に要する費用等

この契約の締結を証するため，この契約書 通を作成し，当事者記名押印の上，

各自その 1 通を保有する。ただし，本書を電磁的記録で作成する場合は，発注者及び受
注者が電子署名を行 った

年 月 日
発注者 徳島県 印

受注者 住 所

氏 名 ○印

（法人にあつては，主たる営業所の所在地及び名称並びに代表者の氏名）

（現行）



様式第２号

工事しゆん工検査請求書

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日

工 期

完成 年 月 日

しゆん工年月日 年 月 日

上記の工事は、しゆん工しましたので、検査をお願いします。

年 月 日

受注者 住所

氏名

徳島県知事 殿

（改正案）

様式第２号

工事しゆん工検査請求書

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日

工 期

完成 年 月 日

しゆん工年月日 年 月 日

上記の工事は，しゆん工しましたので，検査をお願いします。

年 月 日

受注者 住所

氏名

徳島県知事 殿

（現行）



（改正案）

様式第３号

工事しゆん工承認書

受 注 者 の

住 所 及 び 氏 名

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

前 払 金￥

前 回 ま で の ￥ 第１回部分払額￥

部 分 払 額 第２回部分払額￥

第３回部分払額￥

今 回 支 払 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日
工 期

完成 年 月 日

しゆん工年月日 年 月 日

検査請求年月日 年 月 日

検 査 年 月 日 年 月 日

検査員の職氏名

上記とおり、工事のしゆん工を承認します。

年 月 日

徳島県知事 氏 名 印

受注者 殿

様式第３号

工事しゆん工承認書

受 注 者 の

住 所 及 び 氏 名

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

前 払 金￥

前 回 ま で の ￥ 第１回部分払額￥

部 分 払 額 第２回部分払額￥

第３回部分払額￥

今 回 支 払 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日
工 期

完成 年 月 日

しゆん工年月日 年 月 日

検査請求年月日 年 月 日

検 査 年 月 日 年 月 日

検査員の職氏名

上記とおり，工事のしゆん工を承認します。

年 月 日

徳島県知事 氏 名 印

受注者 殿

（現行）



（改正案）

様式第４号

（表）

工事部分払検査請求書

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日

工 期

完成 年 月 日

進 工 年 月 日 年 月 日 現在

上記の工事は、裏面記載のとおり進工しましたので、検査をお願いします。

年 月 日

受注者 住所

氏名

徳島県知事 殿

様式第４号

（表）

工事部分払検査請求書

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日

工 期

完成 年 月 日

進 工 年 月 日 年 月 日 現在

上記の工事は，裏面記載のとおり進工しましたので，検査をお願いします。

年 月 日

受注者 住所

氏名

徳島県知事 殿

（現行）



（改正案）

様式第５号

工事部分払承認書

受 注 者 の

住 所 及 び 氏 名

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

部 分 払 総 額 ￥ 年 月 日 現在

部 分 払 承 認 額 ￥

前 払 金￥

前 回 ま で の ￥ 第１回部分払額￥

部 分 払 額 第２回部分払額￥

第３回部分払額￥

今 回 支 払 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日
工 期

完成 年 月 日

検査請求年月日 年 月 日

検 査 年 月 日 年 月 日

検査員の職氏名

上記とおり、工事の部分払を承認します。

年 月 日

徳島県知事 氏 名 印

受注者 殿

様式第５号

工事部分払承認書

受 注 者 の

住 所 及 び 氏 名

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

請 負 代 金 額 ￥

部 分 払 総 額 ￥ 年 月 日 現在

部 分 払 承 認 額 ￥

前 払 金￥

前 回 ま で の ￥ 第１回部分払額￥

部 分 払 額 第２回部分払額￥

第３回部分払額￥

今 回 支 払 額 ￥

契 約 年 月 日 年 月 日

着工 年 月 日
工 期

完成 年 月 日

検査請求年月日 年 月 日

検 査 年 月 日 年 月 日

検査員の職氏名

上記とおり，工事の部分払を承認します。

年 月 日

徳島県知事 氏 名 印

受注者 殿

（現行）


